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令
和
6
年
4
月
18
日
（
木
）、
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
第
94
回

安
全
保
障
定
期
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　　

今
回
の
講
座
は
、
本
年
4
月
1
日
の
陸
修

偕
行
社
発
足
後
、
初
め
て
開
催
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
記
念
す
べ
き
機
会
に
当

た
り
、
講
師
と
し
て
陸
上
幕
僚
長
森
下
泰や

す

臣の
り

陸
将
を
お
迎
え
し
、「
陸
上
自
衛
隊
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
講
演
に
は
、
会
員
の
ほ
か
企
業
等
か

ら
の
一
般
参
加
者
を
含
む
合
計
2
5
0
名

余
り
の
聴
講
者
が
参
集
し
、
会
場
は
開
始

前
か
ら
大
変
な
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
火
箱
芳
文
理
事
長
が
挨

拶
を
行
い
、
陸
修
偕
行
社
の
誕
生
の
経
緯

及
び
設
立
の
目
的
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

陸
修
偕
行
社
の
活
動
に
対
す
る
理
解
と
支

援
・
協
力
の
拡
大
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
で
は
、
森
下
陸

幕
長
は
、
我
が
国
が
直
面
す
る
戦
後
最
も

厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環
境
を
概
観
す

る
と
と
も
に
、
令
和
4
年
12
月
に
策
定
さ

れ
た
「
安
全
保
障
3
文
書
」（
国
家
安
全

保
障
戦
略
、
国
家
防
衛
戦
略
、
防
衛
力
整

備
計
画
）
に
つ
い
て
説
明
し
、
こ
れ
ら
の

文
書
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
防
衛
力
の
抜

本
的
強
化
」
の
一
環
と
し
て
現
在
陸
上
自

衛
隊
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

詳
し
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
ら
の
経
験
や
時
折
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
陸
上
自
衛
隊
ト
ッ
プ
が
語
る
内
容

は
広
範
多
岐
に
わ
た
り
、
会
場
を
埋
め
尽

く
し
た
聴
講
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
講
演
の
締
め
く
く
り
に
は
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

森
下
陸
幕
長
か
ら
陸
修
偕
行
社
の
今
後
の

活
動
に
対
す
る
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、

本
講
座
は
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

　

陸
修
偕
行
社
安
全
保
障
研
究
委
員
会

は
、
引
き
続
き
安
全
保
障
等
に
関
す
る
調

査
・
研
究
・
提
言
及
び
普
及
に
係
る
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

7
月
に
は
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル

市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
岩
田
清
文
氏
（
元
陸

上
幕
僚
長
）、
磯
部
晃
一
氏
（
元
東
部
方

面
総
監
）、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
D
・
ニ
コ
ル

ソ
ン
退
役
中
将
（
元
米
国
第
3
海
兵
遠
征

軍
司
令
官
）
ら
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
安

全
保
障
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

賛
助
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
赤
ト
ン
ボ
」
と
は
、
正
式
名
は
「
九
三

式
中
間
練
習
機
」
で
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目

指
す
若
鷲
達
が
最
初
に
搭
乗
す
る
初
等
練

習
機
で
す
。
機
体
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
塗
装

さ
れ
、
木
枠
に
布
張
で
プ
ロ
ペ
ラ
も
木
製

の
複
葉
機
で
す
。
ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
だ
け

が
金
属
製
で
、
時
速
は
2
0
0
㌔
程
度
の

低
速
で
、
操
縦
席
に
は
飛
行
に
必
要
な
最

小
限
の
計
器
し
か
装
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
頃
は
、
練
習

機
の
赤
ト
ン
ボ
を
実
戦
に
投
入
す
る
な
ど

と
い
う
こ
と
は
狂
気
の
沙
汰
で
あ
り
、

ま
っ
た
く
想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

沖
縄
戦
で
特
攻
機
を
使
い
果
た
し
た
日

本
軍
は
、
国
体
を
保
持
し
た
ま
ま
の
日
本

と
い
う
国
を
何
と
か
未
来
に
繋
げ
よ
う
と

必
死
に
な
り
戦
い
の
最
後
の
抵
抗
を
続
け

ま
し
た
。
そ
し
て
、
国
を
護
る
た
め
最
後

の
望
み
を
か
け
、
や
む
な
く
断
腸
の
思
い

で
赤
ト
ン
ボ
の
特
攻
を
決
断
し
ま
し
た
。

　

特
攻
仕
様
の
濃
緑
色
に
迷
彩
塗
装
さ
れ

た
赤
ト
ン
ボ
8
機
が
「
神
風
特
別
攻
撃
隊

第
3
龍
虎
隊
」
と
し
て
宮
古
島
か
ら
出
撃

し
た
の
は
、
沖
縄
で
地
上
戦
が
事
実
上
終

止
符
を
打
ち
、
日
な
ら
ず
し
て
終
戦
を
迎

え
よ
う
と
す
る
7
月
末
で
あ
り
ま
し
た
。

　

夜
間
、
搭
載
許
容
量
の
5
倍
近
い
2 

5

0
㌔
も
の
爆
弾
を
抱
え
、
3
4
0
馬
力
し

　

　

「
第
94
回
安
全
保
障
定
期
講
座
」

（
森
下
陸
上
幕
僚
長
講
演
）
の
紹
介

安
全
保
障
研
究
委
員
会

赤
ト
ン
ボ
突
入
せ
り
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